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□組織の概要
◇商　　　   号 平井工業株式会社

◇代表取締役 平井　義正

◇所　 在　 地

〒419-0125 静岡県田方郡函南町肥田５１９

　　　　電話 055-978-2722

　　　　FAX 055-978-2974

敷地面積 5,028㎡

事務所棟   653㎡ ／ 倉庫   129㎡

配電盤組立工場   684㎡ ／ 板金工場   1,435㎡

社員駐車場   838㎡

〒412-0041 静岡県御殿場市茱萸沢９１７－３

　　　　電話 0550-88-1710

　　　　FAX 0550-88-1720

〒411-0822 静岡県三島市松本２７４－５

　　　　電話 055-939-5152

　　　　FAX 055-939-5153

〒416-0944 静岡県富士市横割3-2-14

　　今回の認証対象外

◇資　 本　 金 ２，４００万円

◇売　上　高 １３０，１０６万円　（５７期）

◇役　　　   員 ３名

◇従　 業　 員 ７４名

◇設　　　   立 昭和４４年　４月１６日

◇事 業 経 歴 昭和４４年　４月 平井工業（株）設立

平成　４年　６月 資本金１２００万円に増資

平成　７年　３月 配電盤組立工場新築

平成１２年　９月 御殿場支店を開設

平成１３年　６月 資本金２４００万円に増資

平成１６年１０月 事務所棟増築

平成１６年１１月 代表取締役に平井義正就任

平成２２年　５月 東京支店を開設

平成２７年１０月 板金工場新築

令和　２年　３月 三島支店を開設

Ⅰ．組織の概要と取組の対象範囲

　　・本　　社  　　　

　　・御殿場支店

　　・三島支店

—　1　－

　　・富士事務所



◇環境管理責任者及び担当者の連絡先

　　環境管理責任者　　管理部長　　　　　　　　杉山孝洋

　　　　　　　　担当者　　工事営業部 　　　　　　田中克尚

TEL 055-978-2722

FAX 055-978-2974

E‐Mail y-tanaka＠hirai-k.co.jp

◇営 業 品 目

　１．工事部門 電気工事

　２．維持管理部門 設備の点検

設備の維持管理

　３．工場製作部門 配電盤、制御盤、監視盤、分電盤の設計及び製造

板金加工、ステンレス盤、アルミ盤、銅製品の加工

◇許 可 登 録 静岡県知事許可 （特－０２）　第３８３８５号

　　　電気工事業

◇主な取引先 静岡県、御殿場市、三島市、函南町

株式会社　明電舎

明電システム製造　株式会社

明電ﾌﾟﾗﾝﾄシステムズ　株式会社

株式会社　明電エンジニアリング

□取組の対象範囲

　・活動：配電盤、制御盤等の設計、製造及び電気工事、設備の点検・維持管理

　・対象組織：本社、三島支店、御殿場支店

　　　　　※ 富士事務所は１年後に認証取得予定

—　２　－



対象範囲：段階的認証（富士事務所対象外）

１年後に認証取得予定

□関係者の権限と役割

　①環境経営方針の決定

　②環境経営目標の決定

　③環境経営システム全体の評価と見直し

　④環境責任者の任命

　⑤経営における課題とチャンスの明確化

　①環境経営目標の達成 ・状況把握および改善指示

　②取組状況の社長への報告

　③環境経営システムおよび環境経営方針の評価と見直し

　①情報収集およびデータ分析

　②問い合わせの対応

　③環境経営レポート作成

　④環境経営目標 ・環境経営計画の進行管理

　⑤環境管理責任者へ取組状況の報告

　⑥文書類の管理

　①従業員の環境活動推進の評価

　②環境経営目標達成に向けた取組実行の指導

　③環境負荷および取組の自己チェック実施

　④法規制の遵守状況チェック

　①活動の推進（具体的取組の計画・対策・実施・改善・周知）

　②自分の推進する環境活動の状況を部門責任者に報告

従業員

—　３　－

設計部 構造

責任者責任者

設計部 電気
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Ⅱ．実施体制

2025年4月30日

代表取締役

平井　義正

環境管理責任者

営業・管理部　杉山 孝洋

工事営業部  田中　克尚

  総務・経理 　小川みどり

事務局

製造部板金

責任者

三島支店

責任者
御殿場支店

責任者

下請企業



Ⅲ．環境経営方針
✽ ✽
✽ ✽
✽ ✽
✽ ✽
✽ ◇環境理念 ✽
✽ 　　　平井工業株式会社は、配電盤 ・制御盤等、設計製作の生産部門と電気工事、設備の点検、 ✽
✽ 　 維持管理の工事部門において、地球および地域の環境に影響を与えることを認識し、環境保全・ ✽
✽ 　 資源循環型社会の一員として環境問題に取り組み、全社員一丸となって、人、まち、地球にやさ ✽
✽ 　 しい環境を目指します ✽
✽ ✽
✽ ◇基本方針 ✽
✽ 　　　私達は環境理念の基、以下の方針を定め全員参加で取り組みます ✽
✽ 　 方針に沿った活動目標の設定 ・遂行および目標の見直しを通じて継続的な改善を実施します ✽
✽ ✽
✽ 　1．事業活動において、省エネルギーを推進し二酸化炭素排出量削減・水使用量の削減に努めます ✽
✽ 　　 １）軽油、ガソリン等の使用量削減に努めます ✽
✽ 　　 ２）節電活動による電気使用量の削減に努めます ✽
✽ 　　 ３）節水活動による水使用量の削減に努めます ✽
✽ ✽
✽ 　２．事業活動において、省資源化を推進し産業廃棄物の削減に努めます ✽
✽ 　　 １）鉄くずの削減を目指すと共に、分別を徹底し再資源化出来るように努めます ✽
✽ 　　 ２）廃プラ、木くず等の削減に努めます ✽
✽ 　　 ３）紙くずの削減を目指すと共に、分別し再資源化出来るように努めます ✽
✽ ✽
✽ 　３．化学物質の適正管理の徹底に努めます ✽
✽ 　　 １）工場で管理の徹底を図ります ✽
✽ ✽
✽ 　４．環境に配慮した製造活動を努めます ✽
✽ 　　　１）５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を徹底します ✽
✽ 　　  ２）効率的な職場を作り、生産性の向上に努めます ✽
✽ 　　  ３）環境に配慮した建設現場の施工管理に努めます ✽
✽ ✽
✽ 　５．環境コミュニケーションの実施に努めます ✽
✽ 　　　１）環境経営レポートを公開し、地域のコミュニケーションに努めます ✽
✽ ✽
✽ 　６．事業活動において、関係法令を遵守し、環境保全に努めます ✽
✽ ✽
✽ 制定年月日　　２０１５年　９月　１日　　 ✽
✽ 改訂年月日　　２０１６年　４月　１日 ✽
✽ 改訂年月日　　２０１９年　４月　１日 ✽
✽ 改訂年月日　　２０２４年　４月　１日 ✽
✽ ✽
✽ 平井工業株式会社 ✽
✽ ✽
✽ 代表取締役　　　平井　義正　　 ✽
✽ ✽
✽ ✽

✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽

平井工業株式会社　環境経営方針

✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽✽

—　４　－



Ⅳ．環境経営目標
　　　　　　　　　　令和2年度東京電力調整後排出係数　　0.441kg－CO2/kwh使用

　　　　　　　　　　令和3年度㈱ハルエネ調整後排出係数　0.466kg－CO2/kwh使用

　　期 基準年(５４期） ５８期 ５９期 ６０期

（2021年11月～ （2025年11月～ （2026年11月～ （2027年11月～

2022年10月） 2026年10月） 2027年10月） 2028年10月）

　単位 実績 目標 目標 目標

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

CO2排出量 ㎏ 95,091 91,287 90,336 89,386

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　電力 kwh 162,051 155,569 153,948 152,328

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　ＬＰＧ kg 39.33 37.76 37.36 36.97

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　灯油 L 627 602 595 589

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　灯油（建設現場） L 78 74.88 74.1 73.32

基準年を５５期に変更 （4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　ガソリン L 1,765 1,694 1,676 1,659

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　ガソリン（建設現場） L 5,671 5,444 5,387 5,331

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　軽油 L 1,783 1,712 1,694 1,676

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　軽油（建設現場） L 712 684 676 669

廃棄物排出量
（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　　　一般廃棄物 t 1.50 1.44 1.43 1.41

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

       建設混合廃棄物   t 5.46 5.24 5.19 5.13

（4％削減） （5％削減） （6％削減）

　水使用量 ㎥ 454 436 431 427

　化学物質使用量 ㎏ 51.76 日常の適正管理 日常の適正管理 日常の適正管理

　グリーン購入 ％ 77.4 80.4 81.2 82

生産性向上に関する
提案

件数 各部門1件以上 各部門1件以上 各部門1件以上 各部門1件以上

　欠損率 ％ 2.00% 1.20% 1.00% 0.80%

環境配慮した施工
管理

環境配慮施工 環境配慮施工 環境配慮施工

取組項目

—　５　－

*当社の削減目標は上記のとおりで、エアコンを設置完了し電力使用量が確定した54期を基準値とし
て、55期から毎年1％ずつの削減としました。



照明の節電

休憩中のスイッチ「切」 小川みどり

未使用時の消灯 小川みどり

空調温度管理パトロール（夏26℃　冬23℃） 杉山孝洋

エアコンフィルターの清掃（12,3,6,9月） 杉山孝洋

エアコン管理者の指名、掲示 杉山孝洋

退社時に消灯確認 杉山孝洋

使用しない機械・パソコンの電源を落とす 杉山孝洋

スポット的に扇風機、ストーブを使用 杉山孝洋

エアコンを退社時間より30分早めに停止 杉山孝洋

エコドライブの推進 杉山孝洋

月間の使用量、走行距離の管理 車両管理者

車両の点検（運転前点検、オイル交換 車両管理者

タイヤ空気圧、洗車[４月、１２月] 車両管理者

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ及び急発進・急加速防止 車両管理者

計画的運転（ルート・製品輸送等） 車両管理者

LPG使用量の削減 湯沸し器の火力の適正調整 小川みどり

コピー用紙の両面、裏紙使用 小川みどり

分別の促進 小川みどり

書類整理 小川みどり

分別の促進により建設混合廃棄物

の削減

水使用量の削減 水使用量の削減 手洗い、うがい、洗車時の節水 杉山孝洋

化学物質使用量 化学物質使用量の把握と管理 使用量の把握と使用・保管の適正化 杉山孝洋

グリーン購入 事務用品等の購入促進
事務用品のｸﾞﾘｰﾝ商品購入
（エコマーク、グリーン購入法、GPN掲載）

小川みどり

生産性の向上 生産性の向上に関する提案 改善提案 杉山孝洋

欠損率 欠損率の低減
各部署の連絡の徹底
チェック体制の強化

杉山孝洋

環境配慮 環境を配慮した施工管理
仕様書厳守、エコケーブルの使用
排出ガス対策・低振動・低騒音型の建設
機械の使用

佐野浩二

産業廃棄物の削減

—　６　－

杉山孝洋

廃棄物排出量

一般廃棄物の削減

地域貢献活動 環境美化
会社周辺のカーブミラーの清掃
駐車場隣接地（水路敷）の除草作業

佐野浩二

Ⅴ．環境経営計画

（２０２４年１１月１日～２０２５年１０月３１日）

環境目標 取組事項

二酸化炭素
排出量の削減

使用電力の削減

責任者

ガソリン・軽油使用量の削減



Ⅵ．環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

➀運用期間（2024年11月～2025年10月）の環境目標の実績

年度
基準年
(５４期）

５７期の目標 ５７期の実績

単位 （2021年11月～2022年
10月）

（2024年11月～2025
年10月）

（2024年11月～2025
年10月）

基準年を54期に変更 （3％削減） (3.2％増加）

CO2排出量 ㎏ 95,091 92,238 95,226 ×
基準年を54期に変更 （3％削減） （4.7％増加）

　　電力 kwh 162,051 157,189 164,602 ×
（3％削減） （8.5％増加）

　　ＬＰＧ kg 39.33 38.15 41.4 ×
（3％削減） （65.1％削減）

　　灯油 L 627 608 212 〇
（3％削減） （100％削減）

　　灯油（建設現場） L 78 75 0 〇
基準年を55期実績に変更（3％削減） （4.9％増加）

　　ガソリン L 1,765 1,712 1,796 ×
（3％削減） （13.1％削減）

　　ガソリン（建設現場） L 5,671 5,501 4,777 〇
（3％削減） （8.7％増加）

　　軽油 L 1,783 1,730 1,881 ×
（3％削減） （10.7％削減）

　　軽油（建設現場） L 712 691 617 〇
廃棄物排出量

（3％削減） （48.9％増加）

一般廃棄物（可燃ごみ） t 1.50 1.45 2.16 ×
（3％削減） （5.3％増加）

  　  建設混合廃棄物 t 5.46 5.3 5.58 ×
（3％削減） （4.3％削減）

水使用量 ㎥ 454 440 421 〇
（3％削減） （37.0％削減）

化学物質使用量 ㎏ 51.76 50.2 31.63 〇

グリーン購入 ％ 77.4 79.7 76 ×

生産性向上に関する提案 件数 各部門1件以上 各部門1件以上 各部門1件以上 〇

欠損率 ％ 2.00 1.40 1.71 ×

環境配慮した施工管理 環境配慮施工 環境配慮施工 〇
(表の上段の削減率は、基準年に対する目標の削減率である。評価は57期の目標に対する実績の

　評価を行っている。）

〈原因の分析と是正〉

１)CO2排出量は、二季によるエアコン使用量の増加、大型工事現場の廃棄物の増加等で目標未達。
　　→主力CO2排出源である電力使用について、不要な使用箇所の仕分けを行い、さらに削減できる

　　　 箇所はないか検討する。

２）電力は、四季でなく二季となり、夏・冬の期間が長くエアコンの使用量が増加した。

　　→エアコンの運転時間は短縮できないので、フィルターシートを貼り付けるなどして節電に努める。

３)LPGガス使用は、現在も感染症予防対策で食堂を一部移動して使用しているため増加となりました。

　　→継続して、手洗い、洗い物はできる限り水を使用し、尚且つガスの設定温度を低くする。

４）ガソリンは、遠方、長期出張に使われ使用量が増えた。

　　→エコドライブ及び車両点検等の注意喚起を行い使用量削減に努める

５)軽油は、遠方の現場が増えた。

　　→不要な荷物を降ろして車両を軽量化しエコドライブを心がける。

６）一般廃棄物は、事業所で発生する不用品、草刈り等のゴミが増えた。

　　→計画的に破棄するよう無駄なゴミを出さない。

７）建設混合廃棄物は、大型工事現場が増加したため。

　　→分別に努める。

８）グリーン購入（エコマーク事務用品）は、リピート商品での注文が継続している。

　　→業者に注文時、エコ商品に代わるものを紹介してもらう。

９）欠損率に関しては、設計ミス、製品キズ等で欠損率の増加となりました。

　　→原因を究明して再発防止に努める。

➁次年度の環境経営目標　　　　　変更なし

取組項目 評価

　　　　　　　○：目標の達成100％、×：目標に対し未達

—　7　－



Ⅶ．環境経営計画の取組結果とその評価及び次年度の環境経営計画

部署

場所

照明の節電 △ 未実施あり 積極的に行動する 継続実施

休憩中のスイッチ「切」 △ 未実施あり 積極的に行動する 継続実施

未使用時の消灯 △ 未実施あり 積極的に行動する 継続実施

空調温度管理　夏26℃　冬23℃ △
夏、冬の時期が
長い

こまめに温度管理 継続実施

エアコンフィルターの清掃（12,3,6,9月） ○ 実施された 継続実施

エアコン管理者の指名、掲示 ○ 実施された 継続実施

退社時に消灯確認 全社 ○ 実施された 継続実施

使用していない機械、パソコンの電源を
落とす

全社 △
外出時電源OFF
になっていない

パソコン電源OFF
の徹底

継続実施

スポット的に扇風機、ストーブを使用 全社 ○ 実施された 継続実施

エアコンを退社時間より３０分早めに
停止

工場 ×
気温により使用
時間が増えた

仕事の段取りを図る継続実施

エコドライブの推進 △
未実施もあっ
た

再度徹底 継続実施

月間の使用量、走行距離の管理 ○
各車に管理表を
常備

継続実施

車両の点検（運転前点検、オイル交換

タイヤ空気圧、洗車[4月、12月]）

アイドリングストップ及び急発進・急加
速防止

○ 実施された 継続実施

計画的運転（ルート・製品輸送等） ×
仕事量増加の
ため未達

無理無駄のない運
送計画を立てる

継続実施

LPG使用量の削減 湯沸し器の火力の適正調整 事務所 × 使用回数増加
出来る限り水の使
用を推奨

継続実施

コピー用紙の両面、裏紙使用 ○ 実施された 継続実施

分別の促進（資源化） ○ 実施された 継続実施

書類整理 ×
保存期間終了
資料の破棄

計画的に破棄 継続実施

分別の促進により建設混合廃棄物

の削減

生産性向上
生産性向上に関する

提案
改善提案

営業管
理部

製造部
○ 実施された 継続実施

欠損率 欠損率の低減
部署間の連絡を徹底
チェック体制の確立

営業管
理部

製造部
×

品質保証に心
がけているが削
減出来なかった

原因解明し再発防
止に努める

継続実施

環境配慮 環境配慮した施工管理

仕様書厳守、エコケーブルの使用
排出ガス対策・低振動・低騒音型の建
設機械使用
再生剤の使用

工事営
業部

○ 実施された 継続実施

1.評価判定：〇良くできた　　△まあまあできた　　×できなかった

分別の促進

取組の評価

全社

工場

×

次年度の活動

○ 実施された 継続実施

問題の是正及び
予防

実施された 継続実施

〇 実施された 継続実施

○

リピート注文をし
ている

実施された

×

○

水使用量の削減

地域貢献活動 環境美化
会社周辺のカーブミラーの清掃
駐車場隣接地（水路用敷）の除草

化学物質管理 化学物質の適正管理 工場で使用する化学物質の管理徹底

義務用品等の
購入促進

事務用品のｸﾞﾘｰﾝ商品購入
（ｴｺﾏｰｸ、ｸﾞﾘｰﾝ購入法、GPN掲載）

５７期　（２０２４年１１月１日～２０２５年１０月３１日）

環境目標 取組事項

使用電力の削減

二酸化炭素
排出量の削減

全社

全社
ガソリン・軽油使用量の

削減

事務所

—　８　－

全社

一般廃棄物の削減

継続実施

継続実施

全社

注文時、業者に確
認

継続実施グリーン購入

廃棄物排出量

産業廃棄物の削減

手洗い、うがい、洗車時の節水

大型工事の増
加

総務

水使用量の削減



Ⅷ．当社の取組
◇わかりやすい表示で啓発運動
　　　　　■エコドライブ 　■節水

　■掲示板

　　　　　■節電   ■エアコン設定温度の厳守

◇ごみの分別

—　９　－



◇組立工場はＬＥＤ化

◇地域への貢献活動

会社周辺のカーブミラーの清掃

　　　　駐車場周辺の草刈り

—　１０　－



◇５年間（５３期～５７期）の二酸化炭素排出量、電力・石化燃料の使用状況

—　１１　－
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　　　訴訟の有無
□環境関連法規等取りまとめ表

　　当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

確認日：２０２５年１０月３１日
確認者：環境管理責任者　杉山　孝洋

 廃棄物の適正分別と保管場所の確保  廃棄物分別手順と保管場所の

 （令第３条第１号、規則第１条の５）  掲示

 産業廃棄物の適正処理（収集運搬、処理  委託契約書

 業者への委託）（法第１２条第５号）

 産業廃棄物管理表（マニフェスト）の交付  マニフェスト管理と５年間保存

 と期間内処理の確認(法１２条の３第１号）

 管理票交付状況の県知事への年度報告  管理票交付状況報告書

 （紙は６月３０日期限）（法１２条の３第７号） （電子マニフェストで報告）

産業廃棄物管理責任者の選任 選任と研修の受講 ○

産業廃棄物処理業者への現地確認 毎年１回以上定期的に行う ○

建設副産物リサイクル 建設副産物リサイクル計画書作成

（法第５条、１０条） 再資源化完了報告書

 危険物取扱、施設点検の遵守  取扱、点検および適正管理

（法第９条の３、１０条）  危険物保管規程値以下の確認

 化学物質管理指針に留意した指定化学 塗料の安全データシートに基づき

 物質の使用取扱に係る管理 作業、応急措置、保管等の厳守

(法第４条） 使用量の把握

 使用済特定家電の引取業者への適正な  冷蔵庫、テレビ、エアコン、電気

 引渡し（法第６条）  洗濯機排出時

自動車リサイクル法 自動車の廃棄時（法第５条、７３条） リサイクル料金の支払（廃棄時） 該当無

資源有効利用促進法 指定再資源化製品のリサイクルへの協力 メーカー回収への協力（パソコン、

（法第４条、５条） 小型二次電池等の廃棄時）

フロン排出抑制法 簡易点検（法第１６条） 簡易点検異常なし ○

地球温暖化対策推進法
自主努力義務、行政への協力（法第５条、第
２０条の６）

ＥＡ２１の取組 ○

省エネ法 省エネの自主努力 省エネ型モーターへの切替え ○

 グリーン購入法 　事務用品等の購入促進（法第５条） 事務用品のグリーン商品購入 ○

 騒音規制法  特定施設の設置・使用届出（県条例５３条）  特定施設の設置・使用届出 ○

 （工業地域）第4種区域

朝・夕65デシベル、昼間70デシベ
ル、夜間60デシベル

 振動規制法  特定施設の設置・使用届出（県条例８０条）  特定施設の設置・使用届出 ○

（工業地域）第2種区域

昼間70デシベル、夜間65デシベル

労働安全衛生法 従業員の安全と衛生の確保（法第３条） ＳＤＳの遵守と規制内容の遵守 ○

（株）明電舎グリーン調達基
準書

基準の遵守 適合材料の使用、適合製品の納入 ○

電気工事事業の業務の適正
化に関する法律

電気工事事業の適性な実施　　　電気工作物
の保安の確保（法第３条）

登録の更新、基準の遵守 ○

□違反、訴訟等の有無
　　当社に対して関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟は過去３年間ありませんでした。

静岡県産業廃棄物の適正な
処理に関する条例

Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況確認・評価結果と違反、

○

○

○

○

 廃棄物処理法

適用法令等 遵守事項 当社の適用及び対応
遵守
評価

—　１２　－

○

○

○

該当無

静岡県生活環境の保全等に
関する条例

建設リサイクル法

静岡県生活環境の保全等に
関する条例

 消防法

 ＰＲＴＲ法

 家電リサイクル法

○

○

○

規制基準の遵守（県条例５２条）

規制基準の遵守（県条例７９条）



Ⅹ．代表者による全体評価と見直し・指示

  　確認　　 ：(必要に応じて評価・コメント記載)

1 エコアクション２１文書 レ 記録・文書として作成しました。

2 環境経営目標及び目標達成状況 レ 目標に向かって取組んでいるが未達成部分もありました。

3 環境経営計画及び取り組み実施状況 レ 継続して取組みます。

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 レ 記録に記載いたしました

5 外部コミュニケーション・対応記録 レ 特に問題ありませんでした。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 レ 別紙にて報告するようにします。

7 レ 特に問題ありませんでした。

8 前回指摘事項の取組結果 ㇾ 2017年版ガイドラインに基づき運用された。

　エコアクション２１の取組が10年目となり、今年11月に、一般社団法人静岡県

　環境協会より、認証・登録10年継続事業所の感謝状、記念盾を受け取りました。

　通過点と考え、また、新たに地球と地域の環境保全に取り組んでまいります。

　57期環境目標の達成状況は、全ての活動において真摯に取り組むことが出来ま

　したが、CO2排出量、電力、廃棄物排出量等目標をオーバーする項目もありま

　した。これらは、依然続く地震、台風、猛暑等気候変動がもたらす不安定な

　エネルギー事情、また、世界的な物価高騰等厳しい外的要因の影響を受ける

　ものでありました。そんな中、従業員一人ひとりが意識を持って取り組むこと

　で持続可能な社会の実現に貢献していくことと考えています。

　なお、弊社は令和7年3月に、中小企業が策定した防災の事前対策に関する計画

　を経済産業大臣が認定する制度「事業継続力強化計画」の認定を受けました。

　この認定も含め、エコアクション２１を最大限に活用して環境保護を優先する

　企業として推進していくとともに、深刻化する自然災害の危機管理にも努めて

　まいります。

代表取締役　平井　義正

変更の
必要性

1 環境経営方針 有・無

2 環境経営目標 有・無

3 環境経営計画 有・無

4 環境に関する組織 有・無

5 その他のシステム要素 有・無

6 その他（外部への対応） 有・無

作成　２０２５年　１２月　２２日

取引先、業界、関係行政機関、その他の
外部動向

見直し項目

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

—　１３　－

「有」の場合の指示事項等

項　　目

1
・
見
直
し
関
連
情
報


